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変 更 後 変 更 前

第1章 河川整備計画の目標に関する事項

第1節 目域の概要

く じ が ゎ  _ や み そ さ ん  _
久慈川は, その源を茨城県, 福島県, 栃木県との県境に位置する八構山 (標局

_ た な ぐ ら ま ち

1 , 0 2 2 m )に発し ,山間部を北東へ流れて,福島県東白川郡棚倉町で南流し ,茨城
や ま だ が わ  さ と が わ

県に入り常陸大宮市に至つて流向を東に変え,  山田川, 里川等の支流を合わせ,

日立市と東海村の間で太平洋に注ぐ一級河川である。

久慈川は,流域面積1,490km2, 流路延長5 2 7 k m (幹川1 2 4 k m ,支川4 0 3 k m )

におよび,  本計画の対象区間である久慈川圈域は, 流域面積で全体の約65%にあ

たる9 5 0 km2 ,流路延長3 0 1 k m (幹川 4 2 k n ,支川 2 5 9 k m ) となっている。本圏域

の河川数は33河川で, 久慈川に直接流入している河川は13河川である。

久慈川の上流部は山地であるが, 中下流部は肥沃な平野を形成し, 農産物の産

出も多い。  河 ロに近い下流部右岸は原子力研究開発機構のある那珂市, 東海村に

接し ,  また左岸は一大工業地帯を形成する日立市が位置しており,北関東地方に

おける社会,  経済の重要な基盤のひとっとなっている。

なお, 久慈川圈域は県内の水系の中でも特に自然豊かであり,  人 ロや産業など

の動向を注視しっつ, 自然環境や景観の保全に重点をおいた整備を行つていく必

要がある。

図一1.1 に久慈川圈域図を示す。

( 地 形 ・ 地質)

本圈域の地形は, 上流部左岸側の阿武隈山地, 右岸側の八構山地による山地・

丘陵地が流域面積の約75 %を占めており ,約2 5 %が台地 - 低地の平野部である。
久慈川流域には日本列島最古と想定される地層 (変成岩類により構成)  から最

も新しい沖積層の地層まで様々な地層が分布している。 また,  久慈川の流域の地

質は地質構造上から①里川より東側の阿武隈山地・多賀山地の地質,②本川より

西側の八溝山地とその周辺の地質, ③本川と里川に挟まれた久慈山地の地質, ④

本川右岸の那珂台地の地質,⑤本川下流域の低地の地質, の 5つに区分され , そ

れぞれの山地等によって構成される地質は大きく変わる。

また,茨城県北地域には,  日本最古とされる5億年前の地層など多様な地質を

有している。
(一部削除)
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変 更 後 変 更 前

(気候)

本圈域の年間平均気温※'は約1 3.7°Cと,県央(水戸
0 . 8°C低い。また,年間降水量は約1,402mmであり,

2 %程度多くなっている。

※ 1 : 11l

(気候)

本圈域の年間平均気温※'は,約13.1°Cと県平均イ
また ,  年間降水量は約1,430  mmであり,  県平均 ft

く な っている 。

1i

現測所)の約 14.5°Cと比べ約

県央の約1,378mmに比べて

子 , 常 陸 大 宮 , 日 立 , 水 戸 観 測 所 の 平 均

ri約12.8°Cと比べ約0.3°C高い。

約1, 3 5 0mmに比べて6%程度多
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(土地利用)

本圈域は,流域の過半数が森林である。

i次に田畑が多く ,これだけで全体の8 7 %

を占める。一方 ,宅地としての利用は約  1
6 % となっている。

圏域内の上流域※2 は山間地帯である

ため山林や原野が多いのに対し,下流域

※3 では主に農地として利用され ,里山

の風景が見られる。また ,市街地は下流

部に集中している。
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変 更 後 変 更 前

(人口)

本圏域の人口は,令和元年

1 0月現在,約14 6 , 0 0 0人で

あ る 。 こ の 内 , 上 流 域 に約

4 4 % , 下流域に約 5 6 % が在

住してお り , 下 流域の人口

が比較的多くなっている。

なお ,関連自治体の人ロ

を見ると ,昭和時代は人口が

(人ロ )

本圏域の人口は, 平成 2 2  (言。人

年4月現在 ,  約165,000人 45
40

であ る 。  この内 ,  上流域に 35
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てからは減少傾向となってい  図一1 .4

る。

( 史跡 ・名勝 , 文化財等)

本圏域の北部は,  蛇行する美しい渓谷とな
た き が わ

ってお り ,  支川滝川の袋田の滝には四季を通

じて観光客が訪れている。中・上流部での「観

光やな 」 は ア ュ釣 り と と も に , 清 流に意 まれ

た久慈川を象徴するものであ り , 流域を代表

する風物詩にもなっている。

また ,  常陸太田市は水戸徳川家と深い関連

があり ,徳川光圀の隠居所西山荘 ,累代の墓

所瑞竜山などがある。

4
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変 更 後 変 更 前

第2節 河川整備の現状と課題

1. 治水における現状と課題

(1) 過去の主要な洪水の概要

明治以降に久慈川流域で発生した主な洪水は表一1.1に示すとおりである。中でも

大正9年1 0月の洪水は特に被害が大きく ,久慈川はもとより各支川で堤防が決壊

し , 沿川は泥海と化した 。

近年では , 平成 3 年 , 平成 1 1 年 , 平成 2 3 年に台風等によ り大 きな洪水被害が

生じてお り ,  特に大子町では多くの浸水被害が発生した。

令和元年1 0月洪水 (令和元年東日本台風 )では ,基準地点の山方上流域の2日

雨量が戦後最大を記録し,久慈川流域で越水や溢水による家屋の浸水,護岸崩壊等

の甚大な被害が発生した。

表 一1 . 1 主要な洪水被害状況

第2節 河川整備の現状と課題

1. 治水における現状と課題

(1) 過去の主要な洪水の概要

明治以降に久慈川流域で発生した主な洪水は表一1.1に示すとおりである。 中でも

大正9年1 0月の洪水は特に被害が大きく ,久慈川はもとより各支川で堤防が決壊

し沿川は泥海と化した。

近年では , 平成 3年 , 平成 1 1 年 , 平成 2 3 年に台風等によ り大 きな洪水被害が

生じており ,  特に大子町では多くの浸水被害が発生した。

表 一1.1  主要な洪水被害状況

洪水名 被 害 状 況 洪水名 被 害 状 況

明治 2 3 年 8 月 5 日  (台風)

明治 4 3 年 8 月 1 1 日  (台風)

死者500余人,  家屋:流出1 , 8 0 0戸 ,  床上 1万戸。 明治 2 3 年 8 月 5 日  (台風)

明治 4 3 年 8 月 1 1 日  (台風)

大正 9 年 1 0 月 1 日  (台風)

昭和 1 3 年 6 月 2 8 日

(台風・梅雨前線)

昭和 2 2 年 9 月 1 5 日

( カ ス リ ン台風 )

昭和 6 1 年 8 月 4 日

( 台 風 1 0 号 か ら の熱帯低気

圧)

平成 3 年 9 月 1 8 日

( 台風 1 8号 ,秋雨前線 )

平成 1 1 年 7 月 1 3 日

(熱帯低気圧)

平成 2 3 年 9 月 2 1 日

(台風1 5号 )

死者500余人,  家屋 流出1,800戸,  床上 1万戸。

楊死者1 1 9名 ,  家屋 流出 3 7 戸 ,  堤防決壊(久慈川 ,  里川,  山
田川)。

雨量2 3 4 m m (大子 ) 。死者行方不明9 0人 ,

家屋流出206戸,  家屋全・半壊2 7 3戸 ,床上浸水5 , 6 1 8戸。

常陸太田の日雨量319mm ,  山方及び抽橋の2日雨量はそれぞれ
242mm,301mm。

家屋浸水450戸,  家屋流出 5戸 ,家屋半壊 7戸 。

山方上流域の2日雨量は15 0mm。

日立にて死者2 7名 ,罹災者1 , 3 5 7名。  日立電鉄4日間不通。

4日の圈域平均雨量は170 mm。

圈域内の被害は, 浸水面積733ha ,

床下浸水320戸,  床上浸水250戸,  家屋半壊11戸,  全壊 1戸 。

1 9日の圈域平均雨量は175mm。

圈域内の被害は, 浸水面積157ha ,

床下浸水182戸, 床上浸水185戸, 家屋半壊2戸。

1 4日の圏域平均 i=li量は10 7mm。大子は16 0mm。
圈域内の被害は, 浸水面積 6 3 h a , 床下浸水 2 7 戸 , 床上浸水 1 8

戸。

圏域平均総雨量は大子で210mm。

大子町の被害は, 床下f受水42戸, 床上f受水32戸。

溺死者1 1 9名 ,  家屋 : 流出 3 7 戸 ,  堤防決壊 (久慈川 ,里川 ,  山

田川)。

大正 9 年 1 0 月 1 日  (台風)

昭和 1 3 年 6 月 2 8 日

(台風・梅而前線)

昭和 2 2 年 9 月 1 5 日

( カ ス リ ン台風 )

昭 和 6 1 年 8 月 4 日

(台風10号からの熱帯低気圧)

平成 3 年 9 月 1 8 日

( 台風 1 8号 ,秋雨前線 )

平成 1 1 年 7 月 1 3 日

(熱帯低気圧)

平成 2 3 年 9 月 2 1 日
(台風1 5号 )

雨量23 4mm  (大子)。  死者行方不明90人,

家屋 .111t出 2 0 6 戸 , 家屋全 ・ 半壊 2 7 3 戸 , 床上i要i水5 , 6 1 8戸。
常陸太田の日雨量319mm ,  山方及び榊橋の2日雨量はそれそれ
242mm,301mm。

家屋長水4 5 0戸 ,家屋流出5戸 ,  家屋半壊7戸。

山方上 .f5fi:域の2日雨量は150mm。

日立にて死者27名 ,  罹災者1, 3 5 7名。  日立電鉄4日間不通。

4日の圏域平均雨量は170mm。

圈域内の被害は, 長水面積733ha,

床下浸水3 2 0戸 ,床上、11i水25 0戸, 家屋半壊11戸, 全壊 1 戸。
19日の圈域平均雨量は175mm。

圈域内の被害は, f受水面積157ha,

床下浸水182戸, 床上1要_水18 5戸 ,  家屋半壊2戸。
1 4日の圈域平均雨量は107mm。大子は160mm。

圈域内の被害は, f 受水面積 6 3 h a , 床下浸水2 7戸 ,床上長水1 8
戸。

圈域平均総雨量は大子で210mm。

大子町の被害は, 床下浸水4 2戸 ,床上浸水3 2戸。
< 出典 : 常陸五十年史  ( ̃ 昭和 2 2 年 ) ,  水害統計 ( 昭 和 6 1 年 ̃ ) ,  大子町資料 ( 平成2 3年 )  >

5

山方上流域の2  日雨量は255mm。

大子町の被害は, 床下浸水52戸 ,  床上浸水49 2戸。

常陸大宮市の被害は ,床下浸水4 3戸 ,床上浸水1 5 2戸。

J R水郡線久慈川第6橋梁落橋。

令和元年 1 0月 1 2日

(令和元年東日本台風)

出典 常陸五十年史( ̃昭和22年 ) ,水害統計(昭和61年̃ ) ,大子町資料(平成23年 ,令和元年) ,

常陸大宮市資料(令和元年)

5
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変 更 後 変 更 前

「
新規洪水の追加に伴い、 記載方法を変更西 ノ 、'■平成 3年 9月洪水  ■平成1 1年 7月洪水  ■平成2 3年 9月洪水

(大子町小久慈地区) (大子町矢田地区) (大子町矢田地区)
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: 、  - -一一 ・ l 理 a 開 -
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I
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)

(大子町袋田地内 (大子町久野瀬地内)
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変 更 後 変 更 前

(2) 治水事業の沿革と課題 (2) 治水事業の沿革と課題

圈域内の河川においては, 昭和1 3年 6月の梅雨前線や昭和2 2年のカスリー

ン台風により浸水被害が発生したことなどから ,  昭和40年度に山田川の河川

改修が開始されて以来,昭和41年度から茂宮川及び昭和57年度から玉川の河

川改修が進められてきている 。その後 ,昭和 6 1年 8月の台風 1 0号によ り , 関

東地方では短時間の降雨により久慈川の警戒水位を大きく超え,  河川沿川では

至る所で浸水した。

近年においては,  平成3年9月の台風1 8号による浸水被害を受け ,  浅川の

河川改修が平成8年度から進められ,  また,  久慈川本川においても大子町市街

地 7 0 h a ( 1 8 0 戸 ) の浸水被害を受けたこ とから ,翌年の平成 4年度から河川

改修を進めてきている。大子町では,平成1 1年7月の熱帯低気圧及び平成23

年 9 月の台風 1 5 号 に よ り ,  再度市街地が浸水したことから ,河川の未改修区

間にっいて整備を進めてきている。

令和元年10月の令和元年東日本台風において,  直轄区間も含む久慈川, 里

川で甚大な浸水被害が発生したため,  これまでの河川改修事業を加速化すると

同時に,  地域及び各関係機関が連携して流域の浸水被害の軽減対策を検討し推

進を図る必要がある。

また,各河川の流下能力を上回る洪水等に備え,情報提供の充実や関係機関・

地域住民との連携強化にも努める必要がある。

令和元年東日本台風を踏まえ,  減災対策協議会の派生部会である 「久慈川流

域における減災対策部会」により ,令和 2年 1月に 「久慈川緊急治水対策プロ

ジ ェ ク ト 」 が 取 り ま と め ら れ , 国 , 県 , 市 町 村 等 が 連 携 し ,  「多重防御治水の

推進」及び「減災に向けた更なる取組の推進」を実施していくことで ,  「社会

経済被害の最小化」 を目指すこととした。

圏域内の河川においては, 昭和1 3年6月の梅雨前線や昭和2 2年のカスリ ー

ン台風により浸水被害が発生したことなどから ,  昭和40年度に山田川の河川

改修が開始されて以来,昭和41年度から茂宮川及び昭和57年度から玉川の河

川改修が進められてきている 。その後 ,昭和 6 1年 8月の台風 1 0号によ り , 関

東地方では短時間の降雨により久慈川の警戒水位を大きく超え,  河川沿川では

至る所で浸水した。

近年においては,  平成3年9月の台風1 8号による浸水被害を受け ,  浅川の

河川改修が平成8年度から進められ,  ま た ,  久慈川本川においても大子町市街

地 7 0 h a ( 1 8 0 戸 ) の浸水被害を受けたことから ,  翌年の平成4年度から河川

改修を進めてきている。大子町では ,平成1 1年7月の熱帯低気圧及び平成2 8

年 9月の台風 1 5号によ り , 再度市街地が浸水したこ とから , 河川の未改修区

間にっいて早急に整備を進めていく必要がある。

また,各河川の流下能力を上回る洪水等に備え,情報提供の充実や関係機関・

地域住民との連携強化にも努める必要がある。

7
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■
変 更 後 変 更 前

2. 利水における現状と課題

久慈川周辺の低地は, 古くから水田が開け農業を中心に発達してきた。  こ の

ため,  茨城県管理区間の許可水利権による取水目的はかんがいが全体の取水量

の9 9 % を占めている。農業用水としては ,慣行水利権を含め2 5 3箇所の取水

施設から約1 5m3 / s取水し ,約3 , 0 0 0 h aの農地にかんがいしている。

なお, 久慈川圈域における農業用水は供給量がやや不足する傾向にあり,  関

係機関の協力のもとに対応していく必要がある。

表一1.2 久慈川圈域の水利用 (許可水利権のみ

河川名

反意j ,i

許可水利権件数

6

水利使用の目的

かんがい

最大取水量の合計(m3/s)

3.332

2 工業用水 0.003

1 し尿処理希釈水 0 . 0 1 1

1 水道 0 .011

普言jiゎ
語1if「同 _、 4

1 = 変二
一 更 一= な二
ー し 一

0 . 1 6 2

0 .010

動1 6 0 .520

や ま だ が わ

山田川

あ さ か i ;

浅川

5 0 . 1 4 2

3

1

0 .036

0 . 0 0 3

た業j ,f 5 0 .076

j ろ さ わ が わ

諸沢川

確'f「
1

1

0 . 0 0 4

0 .170

f、落f lわ 1 0.237
な か ご う が わ

中郷川 1 家庭用水 0.0003

圈域合計 39 、 4 . 6 5 7

3. 環境における現状と課題

(1) 圏域河川の水質

久慈川圈域河川の類型指定は, 当初昭和5 0年 4月 1 0日の茨城県告示により

指定され,  現在の類型指定状況は表一1.3 に 示す と お り ,  久慈川本川をはじめ,

支川の多くにおいて類型Aという高い環境基準設定となっている。

久慈川,  滝川 ,  玉川を除く河川では以前,  環境基準値を上回つていたが,  平

成 9年以降は全川とも環境基準値を満足してお り , 今後 と も ,  この良好な水質

の保全に努めていく必要がある。

・
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2. 利水における現状と課題

久慈川周辺の低地は, 古くから水田が開け農業を中心に発達してきた。  こ の

ため,  茨城県管理区間の許可水利権による取水日的はかんがいが全体の取水量

の9 9 % を占めている。農業用水としては ,慣行水利権を含め2 5 3箇所の取水

施設から約1 5m3 / s取水し ,約3 , 0 0 0 h aの農地にかんがいしている。

なお, 久慈川圈域における農業用水は供給量がやや不足する傾向にあり,  関

係機関の協力のもとに対応していく必要がある。

表一1 .2 久慈川圈域の水利用 (許可水利権のみ

河川名

反,患、 j ,i

許可水利権件数

6

水利使用の目的

かんがい

最大取水量の合計(m3/s )

3.332

2 工業用水 0.003

1 し尿処理希釈水 0 . 0 1 1

1 水道 0 .011

普言j ,ゎ
語f 「同

4

1

かんがい

かんがい

0 . 1 6 2

0.010

さ童 力1 ,i 6 かんがい 0.520
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山田川

あ さ わ

浅川

5 かんがい 0 . 1 4 2

3

1

水道

かんがい

0.036

0 . 0 0 3

た業f ,ゎ 5 かんがい 0.076

j ろ さ わ が わ

諸沢川

l 流 ff'
1

1

かんがい

かんがい

0 . 0 0 4

0 .170

f.常i1 1 かんがい 0.237
な か ご う が わ

中郷川 1 家庭用水 0.0003

圈域合計 39、 4 . 6 5 7

3. 環境における現状と課題

(1) 圏域河川の水質

久慈川圏域河川の類型指定は, 当初昭和5 0年 4月 1 0日の茨城県告示により

指定され,  現在の類型指定状況は表一1.3 に 示 す と お り ,  久慈川本川をはじめ,

支川の多くにおいて類型Aという高い環境基準設定となっている。

久慈川 , 滝 川 ,  玉川を除く河川では以前 ,環境基準値を上回つていたが ,  平

成 9年以降は全川とも環境基準値を満足してお り , 今後 と も ,  この良好な水質

の保全に努めていく必要がある。
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■
変 更 後 変 更 前
表 1.3 久慈川水系環境基準

河川名 範囲 類型
環境基準

(BOD※ )

環境基準

地点名

最終告示

年月日

平成 2 9年度

BOD75%値

(mg/1)

反患、f ,7
1 1 'み fがわ

八清川
おしかわ

押川

全域 A 2 . 0m g / l以下
やまがた

山方

平成 1o 年
3 月 3 0 日

(県告示

第3 5 5号 )

0 . 8

全域

全域

全域

A

A

A

2 . 0m g / l以下

2 .0mg/1以下

2 . 0m g / l以下

締瑞
まんねんばし

万年橋
おしかわばし

押川橋

0 . 7

0. 5

0 . 7

結f ,ゎ 全域 B 3 . 0m g / l以下
こ い そ ば し

小磯橋 1 . 0

ヨ,7
あさかl)

浅川

や ま だ が わ

山田川

全域

全域

全域
りゅうじんがわ

( 竜 神 川 含 む )

B

B

A

3 .0mg/1以下

3.0mg/1以下

2 .0mg/1以下

しもたまがわばし

下玉川橋
あ さ か わ ば し

浅川橋

あずまばし

東 橋

1 . 4

1 . 2

1 0

さ重f ,ゎ 全域 A 2 .0mg/1以下
しんおちぁぃばし

新落合橋 0 7
も み や が わ

茂宮川 全域 c 5 . 0m g / l以下
eんちょうはし

郡長橋 1 . 5

※ B  〇 D と は , 生物化学的酸素要求量(B iochem i ca I Ox y g e n  D em a n d )  の略で,

一 環境基準A類型- ]1i境基準B類型
一 環境基準C類型
● 環 境 基 準 点

● 水資補助地点

水の汚れぐあいをあ らわす指標

図一1.5久慈川におけるBOD75%値経年変化
9
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表一1 .3 久慈川水系環境基準

河川名 範囲 類型
環境基準

(BOD※ )

環境基準

地点名

最終告示

年月日

平成2 3年度

BOD75%値

(mg/1)

反患f ,i
や み ぞ が わ

八溝川

全域 A 2 . 0mg/1以下
や ま が た

山方

平成 1o 年
3 月 3 0 日

(県告示

第3 5 5号 )

0 . 7

全域

全域

A

A

2 .0mg/1以下

2 . 0 m g / 1以下

事神構
まんね一.

万年橋

0 . 8

0 . 8

f中「,ゎ_ わ
滝川

全域

全域

A

B

2 . 0mg/ l以下

3 . 0mg/1以下

おしかわばし

押川橋
_ そli1 し
小磯橋

1 . 1

1 . 3

業j lわ
あ さ かわ

浅川

や話 だa力j lj

全域

全域

全域
り ゅ う じ ん が わ

( 意 神 川 含 む )

B

B

A

3 . 0mg/ l以下

3 . 0mg/1以下

2 . 0mg/ l以下

し も た ま がわば し

下玉川橋
あ さかわばし

浅川橋

あずまばし

東 橋

1 . 8

1 . 2

0 . 9

前 ,i 全域 A 2 . 0mg/ l以下
しんおらあいばし

新落合橋 1 . 0
も み ゃ が わ

茂宮川 全域 c 5 . 0mg/ l以下
ぐ ん ち ょ う は し

郡 長 橋 1 . 6

※ B  〇 D と は ,  生物化学的酸素要求量(B i o ch em i c a l〇xygen  D em a n d )  の略で,
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変 更 後 変 更 前

(2) 動植物の生息・生育状況

( 植物・自然 )

当圈域は,上流域は山地が多く ,有斑反意 , 対請 ,
立自然公園が指定されており ,中下流域では肥沃f

をとおして自然環境が豊かである。

特に ,久慈川源流の八溝山は ,県南西部の

筑波山と並んで動植物の多いことで知られ ,

茨城県内で八溝山にしか見られないダケカン

バや八溝山が北限とされるツガ ,  ギンバイ ソ

(2) 動植物の生息・生育状況

( 植物 ・自然 )
お く く じ  お お た

当圈域は, 上流域は山地が多く,  奥久慈 ,太田 ,

立自然公園が指定されており ,  中下流域では肥沃f

をとおして自然環境が豊かである。

特に, i;、、慈川源流の八溝山は,  県南西部の

筑波山と並んで動植物の多いことで知られ ,

茨城県内で八溝山にしか見られないダケ力ン

バや八溝山が北限とされるツガ ,  ギンバイ ソ

望、すず はなぞのはなぬき

r言]鈴,  花園花貫の4つの県

i 田園地帯が多く ,  圏域全体

望・すず はなぞのはなぬき

r言]鈴, 花園花貫の4つの県

i 田園地帯が多く ,  圏域全体

jll■
茨城県

ソ ク )

j
l

Il■
茨城県

ソ ク )

ウ等, 貴重な植物が多く生育している。
(絶

また , 久慈川 と山田川の間  ')男体 版1

, l .  H 十一 'ユ -・、 _ 上 _0 ・ --- ・一 - ギンバイ  ソ t威危惧IA類※ :

, ッ ド データブ

ウ等, 貴重な植物が多く 生育している。
(絶

ま た ,  久慈川と山田川の間に位置する男体 版1

, l ,  告_ ) ユ  _ 、 , _ー 、゛ ・ _ 、 a _ ・_ _ー ギ ン バ イ  ソ ;威危惧IA類※ :

, ッ ド データブ

国
ウチワ等が見られるほか ,  ニ 更 スゲ,  - l
ミ ヤ マ ス カ シ ュ リ ,  イ ヮ ギボ  i花が 一 き a

Cl・

、 ◆自生して し る 。  n

し uなお ,  滝川にかかる袋田の i 壁 に
か ざ ん か く れ き が ん  ミ ヤ マ ス カ シ ュ リ

は, 火山角礫岩の山地にのみ フ ク ロ  (絶滅危惧IB類※ : 茨城県

ダガャが見られる。  版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク )

上流域に位置する押川流域では,絶減危惧種※ ( 茨城県版レツドデータブック )

であるバイカモやサクラソウ群落が確認されている。里川最上流の岡見の湿原

は, エン'シロネやサヮギキ ョ ウ ,  ウ メ バチ ソ ウ ,  モウセンゴケ ,  オオ ミ ズゴケ

等の珍しい植物が見られる。

ま た ,  平野部では,  河川敷に沿つてョシ ,  オギの群落が主に分布し,  中流部

に行くにっれて自然度の高いヤナギの群落が見られ,  山田川ではシラカシの自

然林が見られる。 なお, 河口の日立市付近はコハマギクの南限となっている。

※茨城県レ ッ ド デー タ ープ ッ ク  カテコ ' リ一定義

〇絶滅 :本県ではすでに絶滅した と考えられる種

〇絶滅危惧 I類 : 絶滅の危機に瀕している種 。現在の状態をもたら した圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での

存続が因難なもの。

・絶滅危惧 I A類 : ご く近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。

・絶滅危惧 I B類 :絶滅危惧 I A類程ではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。

〇絶減危惧 n類 :絶減の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧追要因が引き続き作用する場合、近い将来
「 絶 減危惧 I B 類 」 の ラ ン ク に移行する こ と が確実 と考え られ る も の 。

〇準絶滅危惧種 :存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生育条件の変化によっては 「絶減危惧 」 と

して上位ランクに移行する要素を要するもの。

〇情報不足 :評価するだけの情報が不足している種。

①注目種 :最近県内での生育が確認された種であるが、県内での分布域がまだ十分に調査されていない種。

②現状不明種 :最近の情報がなく 、生育状態が不明の種.

10
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は ,火山角礫岩の山地にのみ生育するフクロ  (絶滅危惧IB類※ : 茨城県

ダガャが見られる。  版 レ ッ ド デー タ ブ ッ ク )

上流域に位置する押川流域では,絶減危惧種※ ( 茨城県版レツドデータブック )

であるバイカモやサクラソウ群落が確認されている。里川最上流の岡見の湿原

は,  エ ソ'シロネやサヮギキ ョ ウ ,  ウ メ バチ ソ ウ ,  モウセンゴケ ,  オオ ミ ズゴケ

等の珍しい植物が見られる。

ま た ,  平野部では,  河川敷に沿つてョシ ,  オギの群落が主に分布し,  中流部

に行くにっれて自然度の高いヤナギの群落が見られ,  山田川ではシラカシの自

然林が見られる。 なお, 河口の日立市付近はコハマギクの南限となっている。

※茨城県レ ッ ド デー タ プ ッ ク  カテコ ' リ一定義

〇絶滅 :本県ではすでに絶減したと考えられる種

〇絶滅危惧 I 類 1 絶滅の危機に源している種 。現在の状態をもたら した圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での

存続が困難なもの。

・絶滅危惧 I A類 : ご く近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。

・絶滅危惧 I B類 :絶滅危惧 I A類程ではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。

〇絶減危惧 n類 :絶減の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧追要因が引き続き作用する場合、近い将来
「 絶滅危惧 I B 類 」 の ラ ン ク に移行する こ と が確実 と考え られ る もの 。

〇準絶滅危惧種 :存続基盤が脆弱な種。現時点での絶減危険度は小さいが、生育条件の変化によっては 「絶滅危惧 」 と

して上位ランクに移行する要素を要するもの。

〇情報不足 :評価するだけの情報が不足している種。

①注目種 :最近県内での生育が確認された種であるが、県内での分布域がまだ十分に調査されていない種。

②現状不明種 :最近の情報がなく 、生育状態が不明の種。
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変 更 後 変 更 前

(魚類)

全川を通じて水質が良好な久慈川圈域では,  アュ ,  サケを代表として数多く

の魚類がみられ, 水系において2 9科8 5種※'が確認されている。
茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  カ ワ ヤ ツ メ ,  スナヤツ メ ,  ヤ

リ タ ナ ゴ ,  タナゴ ,  ホ ト ケ ド ジ ョ ウ ,  ギバチ,  降海型イ ト ョ ,  メ ダ カ ,  回遊型

カジカ ,  ボウズハゼ,  シロウオ ,  オオョシノボリの生息が確認されている。

(両生類・は虫類)

両生類は, 水系において 6科 1 3種※'が確認されている。
茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ ,  ト ウ キ

ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ , ハ コ ネサ ン -  - , タゴガェル,  カジカガェルが生
息している。

は虫類は ,水系において 5科 1 i  変 認されている。
茨城県版レッドデータブック掲毒 更 , シロマダラ ,  タカチホへビ ,  ヤ
モリの生息が確認されている。  t-

dl-
(昆虫類) し
圏域上流部には「生きている化-1 して日本を代表するムカシトンボ

が生息している。

茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  エ サ キ ア メ ン ボ , バ バ ア メ ン

ボ,  コ ブヤハズカ ミ キ リ ,  ヨ コ ヤ マ ヒ ゲ ナ ガ カ ミ キ リ ,  スネケブカ ヒ ロ コバネ

カミキリ等の生息が確認されている。

(鳥類)

圏域は自然環境が豊かなため,  生息する鳥類は種類が豊富であり ,樣々な鳥

を見ることができる。圈域内では4 4科 1 1 4※2種が確認されている。

茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  ミ サ ゴ , オ オ タ カ ,  ク マ タ カ ,

ヒ メ ア マ ツ バ メ ,  コマドリ等の生息が確認されている。

(ほ乳類)

圏域内では 6科 1 1種※2が確認されている。

茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  ニホン リ スや ,  国の天然記念

物であるヤマネの生息が確認されている。

※ 1出典 : 「環境百科久慈川 」 ( H 1 7.9常陸河川国道事務所)

※2出典 : 「茨城県野生鳥獣生息分布調査報告書 (H 1 7 - H 1 8年度 ) 」 ( H 1 9.3日本野鳥の会茨城県 ) 」

l l

(魚類)

全川を通じて水質が良好な久慈川圏域では, アュ ,  サケを代表として数多く

の魚類がみられ,  水系において2 9科8 5種※'が確認されている。
茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  カ ワ ヤ ツ メ ,  スナヤツ メ ,  ヤ

リタナコ゛,  タナゴ ,  ホ ト ケ ド ジ ョ ウ ,  ギバチ,  降海型イ ト ョ , メ ダ カ ,  回遊型

カジカ ,  ボウズハゼ ,  シロウオ ,  オオョシノボリの生息が確認されている。

(両生類・は虫類)

両生類は ,水系において 6科 1 3種※'が確認されている。
茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ ,  ト ウ キ

ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ ,  ハコネサンシ ョ ウ ウオ ,  タゴガェル ,  カジカガェルが生

息している。

は虫類は ,水系において 5科 1 2種※'が確認されている。
茨城県版レッドデータブS ッ ク掲載種として ,  シ ロマダラ ,  タカチホへビ ,  ヤ

モリの生息が確認されている。

(昆虫類)

圈域上流部には「生きている化石昆虫」  と して日本を代表するムカシ トンボ

が生息している。

茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  エサキア メ ンボ ,  ババア メ ン

ボ,  コ ブヤハズカ ミ キ リ ,  ヨ コ ヤ マ ヒ ゲ ナ ガ カ ミ キ リ ,  スネケブカ ヒロコバネ

カミキリ等の生息が確認されている。

(鳥類)

圈域は自然環境が豊かなため,  生息する鳥類は種類が豊富であり ,様々な鳥

を見ることができる。圈域内では4 4科 1 1 4※2種が確認されている。

茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  ミ サ ゴ , オ オ タ カ ,  ク マ タ カ ,

ヒ メ ア マ ツバ メ ,  コマドリ等の生息が確認されている。

(ほ乳類)

圏域内では6科 1 1種※2が確認されている。

茨城県版レッドデータブック掲載種としては ,  ニホン リ スや ,  国の天然記念

物であるヤマネの生息が確認されている。

※ 1出典 : 「環境百科久慈川 」 ( H 1 7. 9常陸河川国道事務所)

※2出典 : 「茨城県野生鳥獣生息分布調査報告書 (H 1 7 - H 1 8 年度 ) 」 ( H 1 9.3 日 本野鳥の会:茨城県)」
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変 更 後 変 更 前

(3) 圏域河川の景観,歴史・文化

圈域上流部の大子町から常陸大宮市ま

左岸の久慈山地を分かち ,蛇行する美し

る常陸大宮市付近からの下流部は広々と

り とした流れとあいまってのどかな田園

山田川支流の竜神川には,竜神川が

創 り 出 し た 峡谷 「 竜 神峡 」 が あ り , そ

の入口には圏域内唯一のダムである

竜神ダム ,歩行用としての竜神大吊橋

( 3 7 5 m )がある。 4月下旬̃ 1

の鯉のぼりまっ り , 秋の紅葉 i 変
は多くの人で賑わう。  =

(3) 圏域河川の景観 ,歴史・文化

圈域上流部の大子町から常陸大宮市までの約 40km 区間は右岸の八構山地,

左岸の久慈山地を分かち, 蛇行する美しい渓谷となっている。  流路が東に変わ

る常陸大宮市付近からの下流部は広々とした水田地帯が開け,  久慈川のゆった

り とした流れとあいまってのどかな田園情緒をかもし出している。

山田川支流の竜神川には,竜神川が E
創 り 出 し た峡谷 「 竜神峡 」 が あ り , そ

1 .

の入口には圈域内唯一のダムであ る  -
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E 日
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の鯉のぼりまっ り , 秋の紅葉まっ りで  疆 aN
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久慈川本川には, 上流から下流まで

で'の約 40km  区間は右岸の八溝山地,

い渓谷となっている。  流路が東に変わ

した水田地帯が開け,  久慈川のゆった

情緒をかもし出している。

l
x
な久慈川本川には ,上流から d・
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り ,洪水時に強い事から植裁されたも

のである。茨城県管理区間においては,

大子町久野瀬付近の両岸や,小貫橋付

近の右岸,岩井橋付近の左岸等で見る

こ と がで き る 。
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また,久慈川の常陸大宮市舟生付近

か ら上流では , 厳寒期 ( 1 月下旬 ̃ 2

月上旬 )にシガ※が発生する。
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※シガ ;川底に生じた無数の米の小片が浮上して川面を
1

流れる現象であ り , 久慈川の風物詩となっている 。
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変 更 後 変 更 前

第3節 河川整備計画の日標

1. 河川整備計画の対象区間

河川整備計画の対象とする区問は, 表一1.4に掲げる久慈川圈域内の全ての茨

城県管理区間とする。

表一1.4 対象区間

河川名

込 同 指定区間延長

( km )
(上段 :左1岸 ,

下段 : 右 岸 )
上流端(上段:左岸 ,  下段 : 右岸 ) 下流端

く じ がわ

久 慈 川 福島県界(大子町大字下野宮) 常陸大宮市辰 ノ ロ 1 3 3 9 番
の2地先の辰のロ堰上流端

4 2 . 4 3

4 2 . 4 3

も みや が わ

茂 宮 川 常陸太田市高貫町811番地先の砂防:l1要堤 久慈川への合流点
1 2 . 9 4

12.94
かめさくがわ

亀 作 川 光田川の合流点 茂宮川への合流点
2 . 3 0

2.30一んてんがわ
弁天川 常陸太田市真弓町1 , 7 6 0番の1地先の県道橋 亀作川への合流点

2 . 0 0
2 .00

たか流きがわ

高 貫 川 常陸太田市高貫町 1 , 955番地先の市道橋 茂官川への合流点 2 . 8 0
さ と  が わ

里 川 常陸太田市里川町 838番地先の七反橋 常陸太田市一矛根町  1 6 3番地
先 (里野宮曜上流端 )

; l 9 . 09

39.09
しぶえがわ

渋江川 常陸太田市谷河原町1,204番地先 里川への合流点
2 . l iJ
2 .1 0

げ ん じ が わ

源氏川 里川への合流点
9 .3 8
9 .3 8

い り し けんがわ

入 四 間 川 日立市入四間町30 4番地先の堰堤 里川への合流点
3 . l iJ

3 .1 0
てんりoうがわ

天 竜 川 湯平川の合流点 里川への合流点 2.40
やま だ が わ

山 田 川 常陸太田市上高倉町210番地l11

一常陸太田市大字大平町5番地タ 容 -
常陸太田市和田町 1 5 7 2 番
の1地先の声間曜上流端

24 . 82

24; i2

場の贊1',f 山田川への合流点
l .5 lJ
l . 5 lJ

そめがわ

染 川 常陸太田市東染町1, 8 0 7番の2  高一 高下流端 山田川への合流点
5 .0 lJ
5 .0 0

り o う tんがわ

電 神 川
?陸太出1 11 1、 局 言 lii 」 2 1 8 8 替 ( f ・0 '・

山田川への合流点
5 .1 3

常監理大呂市諸沢 5,4 9 l 答 の ' 2 対  - 5.1 3
あさ かわ

浅 川 常陸太田市上宮河内町1, 8 7 5者 t t  喬下流端 久慈川への合流点
21.9; l

2 1.9 3

l学等f ゎ1 常陸太田市高柿町18 6番 , 1 8 7 , I- l の取水堰 浅川への合流点 1 . 2 0

l 言業 っ1f ゎ1 常陸太田市赤土町2,964番地1 ll_l' 浅川への合流点
:i . l iJ
3.10

たま  が わ

玉 川 常陸大官市北塩子1 , 5 2 4番の ]  高 久慈川への合流点
i 6 . 2 i

i 6;i2 1

li言高 f ゎ1 需陸大昌 1 1'長 出  lli4 1 答 地 元
玉川への合流点

5 . 6 0

常監理大呂市長出  6 0 3 答 地 先 5.60
び わ がわ

枇 杷 川 常陸大宮市長沢1 , 0 6 8番地先の県道橋下流端 久慈川への合流点
5 .0 lJ
5 .0 0

もろ さわ がわ

諸 沢 川
常 躍 大 呂 市 諸 沢 4,4 5 3 答 地 先

久慈川への合流点
6.76

常監理大呂市諸沢 l 0 答 の  l 地 先 6.76
く りoつ がわ

久 隆 川 長崎沢の合流点 久慈川への合流点
4 . 2 l i

4 .20
ゆ ざわ  かわ

揚 沢 川
久落都 大 子 町 大手西 金手:l1量場9l lli 替 の  l 地 先

久慈川への合流点
1 . 8 0

同 町 同 大 字 同 手 9 l 7 ;替'地 先 1 .80
おお さ わ  が わ

大 沢 川 久慈郡大子町大字栃原字滝沢858番地先の砂防堰堤 久慈川への合流点
8 . 0 0

8.00
たき がわ

滝 川
久 悪 部 大 子 町 大 子 局 柴 子 井 母 木  2,2 5 6  答 地 先

久慈川への合流点
9.40

同 町 同 大 子 子 四 升 時  l , 7 l 8 答 地 先 9.40

l精,7 久慈部大子町大字外大野字板橋71番地先の田中橋 滝川への合流点
6 .50

6 .5 0
おし がわ

押 川 栃木県界 久慈川への合流点
1 0 . 8 0

10.80
あさ かわ

浅 川
条 1葉接大 子 町 大 字 棋 野 地 字 東_2 , 3 2 5 替 の 1 地先の架子 押川への合流点 li.0 l i

11.0 0
はっはらがわ

初 原 川
久結、部大f- lil J 大 子 1 i 員 子 間 々  l、 1 ,o lii 替 地 先

押川への合流点
9 .0 0

同町 l司大子子  l、f ロ j 1泉8 8 5答地先 9.00
あい  かわ

相 川
久 悪 部 大 子 町 大 子 相 川 子 川  平 l , lliii6 答 地 先

押川への合流点
4.50
4:5 0同 町 同 大 字 字 梶 内 1 ,7 2 1 替 地先

く ぼ た がわ

久 保 田  川
、全器平益t町 大 字 戸 野 宣 手 山 神 宣  l , 5 8 5  替 の  3 地先 の町
。 L ?而

押川への合流点
1i . 2 0

3 .20
や み f  かわ

八 溝 川
久落都 大 子 町 大手上 野 呂手天 羽 奈 2 , 0 9 9誉の ii 地 先

久慈川への合流点
l 4 . 8 3

i 4:8 3同町同大字字場1Eし子向1,6 7 3 答 の 1 地 先

l な学 郷 f,f 久慈郡大子町大字中郷字佐久料平2,076番地先の岸内橋 八溝川への合流点
3 . 6 0

3 .60

3

< 出典 :茨城県河川等調書 ( H 1 4 . 4 . 1 )  >
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第3節 河川整備計画の日標

1 , 河川整備計画の対象区間

河川整備計画の対象とする区間は, 表一1.4に掲げる久慈川圈域内の全ての茨

城県管理区間とする。
表一1 .4 対象区間

河川名

区 間 指定区間延長
( k m )

( 上段 :左岸 ,
下 段 ; 右 岸 )

上流端 (上段 :左岸 ,  下段 : 右 岸 ) 下流端

く じ がわ

久 慈 川 福島県界 (大子町大字下野宮)
常陸大官市辰ノロ  1 3 3 9 番
の2地先の辰のロ堰上流端

4 2 . 4 3

42.43
も みや がわ

茂 宮 川 常陸太田市高貫町811番地先の砂防堰堤 久慈川への合流点
1 l 2 .'1;1

12.9 4

力営 iiア7l 光田川の合流点 茂宮川への合流点
2 .3 0
2.3 0

1 んてんがわ

弁 天 川 常陸太田市真弓町1 , 7 6 0番の1地先の県道橋 亀作川への合流点
2 . l、10
2;00

たかぬきがわ

高 貫 川 常陸太田市高貫町1, 9 5 5番地先の市道橋 茂宮川への合流点
2 . 8 0

2 .80
さ と  がわ

里 川 常陸太田市里川町338番地先の七反橋 常陸太田市茅根町 1 6 3番地
先 (里野官堰上流端 )

1i9 . l、19

i 9:o9
し ぶ え が わ

渋江川 常陸太田市谷河原町 1 , 2 04番地先 里川への合流点
2 . 1 0

2 .10
f ん t が わ

源氏川
需E醒太出lf ] 1、 大 門 町 2 0 8 l 答 の l 地 先

里川への合流点
9.3 8

常整産太田市 ト 大 門 町 3 0 0 答 の ' 3 地 先 9.3 8
い り し け ん が わ

入 四 間 川 日立市入四間町304番地先の堰堤 里川への合流点
3 . 1 0

3 .10
て ん り ゅ う が わ

天 電 川 湯平川の合流点 里川への合流点
2 . 4 0
2 .40

やま だ がわ

山 田 川 常陸太田市上高倉町210番地先の下平橋 常陸太国市和国町 1 5 7 2 番
の1地先の芦間堰上流端

2 4.8 2
24.82

ゆ さわがわ

湯の沢川 常陸太田市大字大平町5番地先 山田川への合流点
l . 5 0
l . 5 0

そめがわ

染 川 常陸太田市東染町1 , 3 0 7番の2地先の県道橋下流端 山田川への合流点
6 . 0 0

5 .00
り ゅ う じ ん がわ

竜 神 川 山田川への合流点
5 . 1 3

常整産大宮 r 1 1語沢5 . 4 9 l 答の 2地先 5. 1 3
あ さ  かわ

浅 川 常陸太田市上宮河内町1,875番地先の村道橋下流端 久慈川への合流点
2 1 . 9 3

' 2i:93
l学等i7l 常陸太田市高柿町186番,187番,188番地先の取水堰 浅川への合流点

1 . 2 0

1.20

l美常 7l 常陸太田市赤土町2, 9 6 4番地先の村道橋 浅川への合流点
3 . 1 0
3.1 0

たま がわ

玉 川 常陸大宮市北塩子1 , 5 2 4番の1地先の県道橋 久慈川への合流点
1 6 . 2 1

16.21

li常高 i7l 王川への合流点
5 .6 0

常整産大宮r11長田 6 0 ' 3 替地先 5.60
び わ が わ

枇 杷 川 常陸大宮市長沢1,068番地先の県道橋下流端 久慈川への合流点
6 . 0 0

5 .00
もろ さわ  がわ

諸 沢 川
常 陸 大 呂 市 語 沢 4 . 4 5 8 替 地 先

久慈川への合流点
6.76

常整産大宮if1 語 沢 l 0 替 の l 地 先 6.76
く り o う  がわ

久 隆 川 長崎沢の合流点 久慈川への合流点
4 . 2 0

4 .2 0
ゆ ざわ かわ

湯 沢 川
久 悪 部 大 子 町 大 :子由金子 : l 1星場9 l 6答の  l 地 先

久慈川への合流点
1.80
1 8 0同町司大字同手 9 1 7 答地先

おお さわ  がわ

大 沢 川 久慈部大子町大字栃原字滝沢358番地先の砂防堰堤 久慈川への合流点
8 . l、10

8:00
たま がわ

滝 川 久慈川への合流点
9.4 0

同 町 同 大 字 手 四 升 時 l , 7 l 8 替 地 先 9.40

l実新l 久慈部大子町大字外大野字板橋71番地先の田中橋 滝川への合流点
6.5 0

6 .50
おし がわ

押 川 栃木県界 久慈川への合流点
1i _l . 3 ll

i 0:80
あ さ  かわ

浅 川
全表穩大 子 町 大 子 根 野 地 子東平2 , 3 ' 2 5 答の  l 地 先 の 果 子

押川への合流点
1i .l_l iJ
11.00

はっはらがわ

初 原 川
久悪都 大 f町大 手1i頁 子 間 々  l、 l , 5:ii '答地 先

押川への合流点
9.0 0

同町司大字字 ト f 可 原 8 8 5 答地先 9.00
あい  かわ

相 川
1 人 絡部 大 f一 因 」 大 子 相 川 子 川 平  1,lli i:;6誉地 元

押川への合流点
4 .5 0

同 町 同 大 子 子 梶 内 l ,7 2 l 答 地 先 4.50
く ば た がわ

久 保 田 川
各器学さ誌町大手戸野倉手山神堂 1 , 5 8 5 答 の 3 地 先の町
通 ・ 流 押川への合流点

3 .2 0

3 ?i2 0
や み f  かわ

八 溝 川
久 悪 部 大 子 町 大 子 上 野 呂 子 天 羽 奈 2,u9 9 答 の lii 地 先

久慈川への合流点
1 4.8 3

同 町 同 大 子 子 揚 地 子 向 l , 6 7 1i 答 の l 地 先 14.83

l な準素i7l 久慈部大子町大字中郷字佐久料平2,07 6番地先の岸内橋 八溝川への合流点
3 . 6 0
3:6 0

2

< 出典 : 茨城県河川等調書 ( H 1 4 . 4 . 1 )  >





変 更 後 変 更 前

2. 河川整備計画の対象期間

本圈域の河川整備事業を進めるにあたっては, 流域内の人口分布や土地利用

の変化への対応を考慮した上で,  治水効果の早期発現や自然環境に配慮した
か ど う  _
河道改修等, 効果的な河川改修を段階的に行つていくものとし ,  本河川整備計

画の期間は概ね30年間とする。

なお, 本計画は現時点の圈域の社会状況, 自然状況, 河道状況に基づき策定

されるものであり ,策定後におけるこれらの状況の変化や新たな知見・技術等

の変化によ り , 適宜見直しを行う ものとする 。

3. 洪水 , 津波・高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する日標

本圈域内の河川においては, 治水安全度の目標として, 流域の市街化動向や

沿川の資産状況,河川の重要度等を勘案し ,暫定的な整備も含め ,久慈川 ,里

川においては年超過確率1 / 1 0規模 ,玉川が年超過確率1 / 2規模 ,浅川 ,茂宮

川が年超過確率1/1 5規模の洪水を安全に流下させることを目標とする。茂宮

川河口部にっいては, L 1 津波※・高潮に対しては河川堤防等によって防御し浸

水被害を防ぐ と と もに , L 1 津波※を超える津波に対しては,堤防を粘り強い構

造とするなど被害の軽減を図る。

また ,河川整備を行う際は ,圈域内の基幹となる河川 ,浸水被害の発生して

いる河川や,人口,資産等が集積している区間を重点的に進めていくものとし ,

同時に ,地域及び各関係機関等が連携した遊水・貯留機能の確保・向上や ,浸

水が見込まれる区域における土地利用・住まい方などを組み合わせる多重防御

治水を推進する。

さ らに ,  圏域の各河川において施設の能力を上回る洪水が発生した場合に,

人命・資産 ・社会経済の被害をできる限り軽減することを目標として ,施設の

構造や連用等を工夫するとともに ,関係機関と連携して,円滑かっ迅速な避難

の促進等を図ることにより ,危機管理型ハー ド対策とソフ ト対策を一体的 ・ 計

画的に推進する。

※ :発生頻度は高く 、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波 (数十年から百数十年の頻度 )
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2. 河川整備計画の対象期間

本圏域の河川整備事業を進めるにあたっては,  流域内の人口分布や土地利用

の変化への対応を考慮した上で,  治水効果の早期発現や自然環境に配慮した
か ど う  - -
河道改修等, 効果的な河川改修を段階的に行つていくものとし ,  本河川整備計

画の期間は概ね30年間とする。

なお,  本計画は現時点の圏域の社会状況, 自然状況, 河道状況に基づき策定

されるものであり ,策定後におけるこれらの状況の変化や新たな知見・技術等

の変化によ り , 適宜見直しを行 う もの とす る 。

3. 洪水、 津波・高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する日標

本圏域内の河川においては, 治水安全度の目標として,  流域の市街化動向や

沿川の資産状況, 河川の重要度等を勘案し,  暫定的な整備も含め,  久慈川にお

いては ,年超過確率1 / 1 0規模 ,玉川が年超過確率1 / 2規模 ,浅川 ,茂宮川が年

超過確率1/ 1 5規模の洪水を安全に流下させることを目標とする。  茂宮川河ロ

部にっいては , L 1津波※ ・高潮に対しては河川堤防等によって防御し浸水被害

を 防 ぐ と と も に , L 1 津 波※を超える津波に対しては ,堤防を粘り強い構造とす

るなど被害の軽減を図る。

また , 河川整備を行 う際は ,  圈域内の基幹となる河川,浸水被害の発生して

いる河川や,  人口, 資産等が集積している区間を重点的に進めていくものとす

る 。

※ :発生頻度は高く 、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波 (数十年から百数十年の頻度 )

14
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変 更 後 変 更 前

4. 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する日標

本圈域内の河川にっいては, 基本的に現在の流況を保持するものとする。

ま た ,  低水流況の向上のため関係機関や地域住民と連携して, 圏域内に現存

する森林や農地, ため池等の保全等を図り,  健全な水循環系の構築に努めるも

のとする 。

5. 河川環境の整備と保全に関する日標

本圈域内では, 地域の特色ある植生,  豊かな動植物の生育・生息環境等の自

然環境に十分配慮した河川整i ぃ く も の と す る 。

水質の改善及び保全の目標i: 変 ,各河川の類型指定による環境基準値
に よ る も の と し ,  現在,  類型名 ぃない河川にっいても,  下水道部局等

と連携を図りながら水質の保f  更 っいて検討していくものとする。
また ,河川空間や河川に係 i  な べント等にも配慮し ,地域住民の多様

. d・ _ .
化するニースにも対応した親  、る 川づ く り に取 り 組んでい く も の と

し

する 。

(1ページ増)
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本圈域内の河川にっいては, 基本的に現在の流況を保持するものとする。

また ,  低水流況の向上のため関係機関や地域住民と連携して,  圏域内に現存

する森林や農地, ため池等の保全等を図り,  健全な水循環系の構築に努めるも

の とする 。

5. 河川環境の整備と保全に関する日標

本圏域内では,  地域の特色ある植生,  豊かな動植物の生育 ・ 生息環境等の自

然環境に十分配慮した河川整備を行つていくものとする。

水質の改善及び保全の目標にっいては, 各河川の類型指定による環境基準値

に よ る も の と し ,  現在, 類型指定されていない河川にっいても,  下水道部局等

と連携を図りながら水質の保全・改善にっいて検討していくものとする。

また ,  河川空間や河川に係る観光, イベン ト等にも配慮し ,  地域住民の多樣

化するニーズにも対応した親しみのもてる川づ く りに取 り組んでい く もの と

する。
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変 更 後 変 更 前

第2章 河川の整備の実施に関する事項

第1節 河川工事の日的, 種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行によ り設置される河川管理施設の機能の概要

1, 河川エ事の日的

河道改修,河川環境整備により浸水被害の軽減を図るとともに ,動植物の良

好な生息・生育環境の保全・復元 ,良好な景観の維持・形成 ,人と河川との豊

かな触れ合い活動の場の維持・形成を図ることを目的とする。

2. 河川工事の種類

本計画における河川工事としては,河道改修を実施する。河道改修では,河
_ か さ あ

積の不足している箇所等において,川幅を拡げるとともに ,堤防の嵩上げ及び

河床の掘削を行い ,計画流量を安全に流下できるようにする。その際 ,河道周

辺の遊水機能を保持し沿川の宅地を浸水から防御する。 本川・支川が合流する

箇所においては安全に洪水を流下させることができるよう ,本川の管理者と連

携して河川整備を実施する。また ,動植物の生息・生育環境や,景観に配慮し

た整備を行うものとする。

なお,老朽化した水門・樋門・樋管等の河川管理施設にっいては,長寿命化

等の対策を計画的に進め, 延命化を図るものとする。

3. 河川工事の施行の場所

河川工事の施行場所は, 下表に示す河道の流下能力が不足している区間等を

整備する箇所とする。

表一2.1 河川工事の施行場所

第2章 河川の整備の実施に関する事項

第1節 河川工事の日的, 種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行により設置される河川管理施設の機能の概要

1. 河川工事の日的

河道改修 ,河川環境整備により浸水被害の軽減を図るとともに ,動植物の良

好な生息・生育環境の保全・復元 ,良好な景観の維持・形成 ,人と河川との豊

かな触れ合い活動の場の維持・形成を図ることを目的とする。

2. 河川工事の種類

本計画における河川工事としては ,河道改修を実施する。河道改修では ,河
_ _ か さ あ

積の不足している箇所等において ,川幅を拡げるとともに ,堤防の嵩上げ及び

河床の掘削を行い ,計画流量を安全に流下できるよ うにする。その際 ,河道周

辺の遊水機能を保持し沿川の宅地を浸水から防御する。 また ,  動植物の生息・

生育環境や, 景観に配慮した整備を行うものとする。

なお, 老朽化した水門・樋門・樋管等の河川管理施設にっいては,  長寿命化

等の対策を計画的に進め, 延命化を図るものとする。

3. 河川工事の施行の場所

河川工事の施行場所は, 下表に示す河道の流下能力が不足している区間等を

整備する箇所とする。

表 一2 .1  河川工事の施行場所

河川名 種類
区 間

(下流) ̃ (上流)
延長

河川名 種類
区 間

(下流) ̃ (上流)
延長 河道改修

(大子地区)

大子町池田地先 国道1 1 8号  (川山橋)

( 63 . 0 kn ) ̃ (65.5km)
約 2.5km

反意 f li
く じ が わ

久慈川 河道改修
辰ノロ堰上流端 福島県境

(常陸大官市辰ノロ) ̃ (大子町大字下野宮)
約42.4km 河道改修

(南田気地区)

Jt水郡線 大子町南田気地先
第6久.餘、川橋梁上流 ̃

(60.0km)
( 59 . 0 kn )

約 1 .0km

たまがわ

玉川 河道改修 国道118号(玉川橋) ̃ 市道(上玉川橋) 約6.0km
河道改修

(岩崎地区)

常陸大宮市岩崎地先 常陸大宮市岩崎地先

( 3 3 . 2 5 km ) ̃ (34.25km)
約 1 .0 k n

あさかゎ

浅川 河道改修 構線1常「 ̃国道29 3号 (浅川橋)1 田 p

約2.6km

た業j l7

動7

河道改修

河道改修

国道 1 1 8号 (玉川橋 )  ̃ 市道 (上玉川橋 )

県 道 常 陸 那 珂 港  ̃ 国 道 2 g 3 号 ( 浅 川 橋 )
山方線 (副堰橋 )

約 6 .0 km

約 2 .6km

t み や が わ

茂宮川 河道改修 国道245号(新茂宮橋) ̃ 国道6号(茂宮川橋) 約3.2km

さ :・ わ
里川 河道改修

県管理区間下流端 入四間川合流点

(常陸太田市芽根町) ̃ (日立市東河内町)
約10.8km

震指 f li 河道改修 国道2 4 5号  ̃ 玉、首 ロ (茂一川橋)
(新茂一橋) 国通 6万 呂昌

約 3.2km
また,  圏域の各河川において, 危機管理型ハー ド対策と して越水等が発生し

場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を工夫する対

を ,  本川との合流部区間等において実施する。

l 7

た

策
15
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変 更 後 変 更 前

八購川

中
郷
川

大沢J1
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=42.4km

一 施行,済区間
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llll:i lii

1 1i原
氏
川
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Jl
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弁
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四
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図一2.2 河川工事の施行区間模式図
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久

慈

川

m 施行区間
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大
野
川

L-1.0km
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千
-
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電
神
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図 一2.2 河川工事の施行区間模式図
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変 更 後 変 更 前

<久慈川 >計画規模 : 1 / 1 0

」需= f1常しj j ↓ M器 久慈川施工区間一大子地区
63 0km付近 改修計画- 8∞ - 1 m - ooo - 4oo - o - い ぺ号 1 0.t (特残提防十發提)=1= HM L -一?

111
' i-

l,i a 数 i '取 a n

』藤一:;改 :基:'& t'改 現況断面
直轄管理区間 表城県管理区間4a4km

(単位:m3 / s )

< 玉川 >計画規模 : 1 / 2

(国j川1活l 号 1 J R 水 都線村国橋中 i 川 橋

=上 i 川橋

f
き - 320 230 - 200 - 200 - 80- l60 - 00 - 80
川 f

o 體 a2k・付近
「 t 1用 3 om 3o7m aom

』1 k 1 , k 5 , k 1 , 2 a8m1 H W j ---_ _
m o f. 施行区間 , 8 4 o能 2 -◆m二, --j:-

(単位:m3/s )

< 浅川 >計画規模 : 1 / 1 5

・ =響 l I 間 l 書 浅川橋 3.3km付近,三 (国道293号) a。, l  - 4 M m  1 r的
益 1 
川 - 33o - 33o ← 31o a3m1 H w L

i aok 1 5k 4 1k 一一_4 3高 、

, 施行区間 、

( 単位 : m3/s)

< 茂宮川 >計画規模 : 1 / 1 5

t新茂宮橋 茂宮1ll橋
(国道245号) (国道6号)
/ ・/

j ← 310 河口より30km付近

港

ao1 1聯月断面 92 6m 「om00 6 m 1 H w L

a2k a生 _: _5im= S- 一_
, 施行区間 t

(単位:m3 / s )

図 一2 . 3各河川の流量配分図及び代表断面図

18

< 久 慈川 > 計画規模: 1 / 1 0

」一1し1 i i- 1800 - 1700 - 1(1ll10 - 1400 一 _0 -
? ¥--;単 位
處点 1晶 ( 単位 : m3/S)

S 1性 S k  a散 l_k一一 前:=i-l j施 .能 通 司  前 県 通 間  福 朝 通 間

Hl/1500 久慈川施行区間一大子地区一 /1000 63 0 km付近 改修計画
国道119号 (特除還防十築環1一一 H.WL 〇= - ,

i-
現況断面
0

< 玉 川 > 計画規模: 1 / 2

に 1l者号 ) J R 水 部 線 村 田 橋 申 i 川 橋

1三上 i 川 橋

↑ f
慧← 320 230← 200 -・_ 200 -_ 80← 160 ← 100 ← 80
川 r

6 験 6 2k・付近
望
↑ 川 3 0 30 7m 3 0m

'ut - °u 'm L-1
的 mk 6 3 l  56gk 7 0- H W L ' - -

1 k 0一施行区間 84 k O e k -k - 一一3 Sm 高一 , - 1

( 単位 : m3/s)

< 浅 川 > 計画規模:1/15t解 響 区 間  重
ま 浅川橋 3.3km付近

a l1垣橋 ? (国道2g3号)

久 1=j aa,, _ ・M m  l ド。m
需 ← 3 3 0  ← 3 3 0  ← 310 0.3m1 v HwL

↓ 一一一4 3 m 、、、
0 0k 1 5k 4 1k:, 施行区間 1 :

(単位:m3/s )

< 茂 宮川 >  計画規模:1/15

t新茂宮橋 茂富川橋

(国道245号) (国道6号)
/ 、/

呈 - 310 河ロより3 0km付近

差

3°1 1現 M  926m  「°m一0 a m 1  HW L

02k  34k  一一3「im - -
, 施行区間 ,:

(単位 : m 3/s)

図一2.3各河川の流量配分図及び代表断面図(1 )
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変 更 後 変 更 前

< 里 川 > 計 画 規 模 : 1 / 1 0

該当なし 新規追加

=, 施行区間 :l
0 .55km付近

0.0k 6 8 k  10.8k

差 3地lト f °m
川 - 550 - 510 1 om1 _ H w 1
! =1い 一一: :_ 3 7 -, , 器

直韓管理区間茨城県管理区間  川

(単位:m3/ s )

図一2.3 各河川の流量配分図及び代表断面図 (2)

( 1 ページ増)
21
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変 更 後 変 更 前

4. 河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

圈域内の整備対象区間(河川)においては,以下のような河川の整備を行う。

河道改修は, 河床掘削, 低水路拡幅及び築堤により流下断面を拡大して計画

流量を安全に流下できるようにする。その際,河床掘削は流下能力が不足する

箇所にっいて行うものとし ,  現況河道を極力残すものとする。

〇久慈川  (一部削除)
ち く て い  か く ふ く

久慈川の河道改修にっいては,部分的な築堤,低水路拡幅等を行い,早期

に沿川の宅地への浸水を防御するものとする。

また,  改修箇所にっいては, 現状で良好な河川環境が保たれている久慈川

の現況河道特性を活かし, 魚類等に配慮したみお筋等の保全を図る。

護岸にっいては,状況に応じ自然素材を使用する等,動植物の良好な生息 ・

生育環境の保全に努めるのみでなく ,良好な景観の維持・形成にも配慮する

ものとする。

久慈川の岩崎地区においては,良好なまち空間と水辺空間形成のため,「久

慈川かわまちづくり計画」  に基づき,  地元常陸大宮市と河川管理者茨城県と

して連携を図りながら , まちづくりの拠点として水辺空間整備を進め ,その

利活用を推進していく。一Ea ?2M ■E理_ - j圈 a田 _g口国一 a

一 =

富 n田翻翻-藥観 ii 題 思 ,  -:・-

E観一,-S 題 ls - 国

4. 河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

圏域内の整備対象区間(河川)においては,以下のような河川の整備を行う。

河道改修は, 河床掘削, 低水路拡幅及び築堤により流下断面を拡大して計画

流量を安全に流下できるようにする。その際 ,  河床掘削は流下能力が不足する

箇所にっいて行うものとし ,現況河道を極力残すものとする。

〇久慈川

久 慈 川 の 河 道 改 修 に っ い て は , 業  a '  , ゛ '

告 ち く て い  か くt _
, 部分的な築堤, 低水路拡幅等を行い, 早期に沿川の宅地への浸水

を防御するものとする。

また ,  改修箇所にっいては, 現状で良好な河川環境が保たれている久慈川

の現況河道特性を活かし,  魚類等に配慮したみお筋等の保全を図る。

護岸にっいては,  状況に応じ自然素材を使用する等,  動植物の良好な生

息・生育環境の保全に努めるのみでなく ,  良好な景観の維持・形成にも配慮

するものとする 。

久慈川の岩崎地区においては,良好なまち空間と水辺空間形成のため,  「久

慈川かわまちづくり計画」  に基づき ,  地元常陸大宮市と河川管理者茨城県と

して連携を図りながら ,  まちづくりの拠点として水辺空間整備を進め ,  その

利活用を推進していく。

'j_ _i_口
E

■■l:?l

l

' '-

I室
現況河床を残した久慈川の河道改修例l

22

左 :松沼橋付近 ,  右:久慈川橋付近) 現況河床を残した久慈川の河道改修修

19

1 ( 左 :松沼橋付近 ,  右 :久慈川橋付近 )
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変 更 後 変 更 前

〇 玉 川

改修箇所にっいては,  蛇行部等の現況河道特性を活かし,  魚類等に配慮し

たみお筋等の保全・形成を図る。護岸にっいては,状況に応じ自然素材を使

用する等,動植物の良好な生息・生育環境の保全・復元に努めるのみでなく,

良好な景観の維持・形成にも配慮するものとする。

〇 浅 川

改修下流端から2 . 5 km付近の旧河道は,ヤナギ林やョシ等の湿性植物が分

布する良好な自然環境を維持しているため,  この旧河道を活かしたヮンドを

設ける。また ,現況みお筋等の保全・形成を図り ,護岸にっいては ,状況に

応じ自然素材を使用する等,動植物の良好な生息・生育環境の保全・復元に

努めるのみでなく ,  良好な景観 - 1多成にも配慮するものとする。

〇茂宮川  変
改修箇所にっいては ,蛇行部  更 可道特性を活かし, みお筋等の保全
を図 る と と も に , 護岸を出来る  な 、b透水性のある構造にする等 ,動植

◆
物の良好な生息・生育環境の保 こ努める。

ひ が た  し
なお, 河口部に広がる干潟は lli , 甲殻類等の生息場となっている

ため,  維持に配慮するものとす

さ らに , 河口部の護岸 ・堤防の地震 ・津波 ・高潮対策として , L 1 津波※ ・

高潮に対しては ,洪水を対象とした堤防嵩上げにより防御し , L 1津波※を超

える津波に対しては,  津波が天端を越流した場合であっても ,  護岸・堤防等

の河川管理施設が破壊,倒壊するまでの時間を少しでも長くする ,あるいは ,

同施設が完全に流出した状態である全壊に至る可能性を少しでも減らすと

いった減災効果が発現できるよう粘り強い構造とする。

〇 玉 川

改修箇所にっいては,  蛇行部等の現況河道特性を活かし,  魚類等に配慮し

たみお筋等の保全・形成を図る。  護岸にっいては, 状況に応じ自然素材を使

用する等,動植物の良好な生息・生育環境の保全・復元に努めるのみでなく,

良好な景観の維持・形成にも配慮するものとする。

〇 浅 川

改修下流端から2 . 5 km付近の旧河道は,ヤナギ林やョシ等の湿性植物が分

布する良好な自然環境を維持しているため,  この旧河道を活かしたヮンドを

設ける。また ,現況みお筋等の保全・形成を図り ,護岸にっいては ,状況に

応じ自然素材を使用する等,動植物の良好な生息・生育環境の保全・復元に

努めるのみでなく ,  良好な景観の維持・形成にも配慮するものとする。

〇茂宮川

改修箇所にっいては, 蛇行部等の現況河道特性を活かし,  みお筋等の保全
く う げ き

を図るとともに ,護岸を出来るだけ空隙や透水性のある構造にする等 ,動植

物の良好な生息・生育環境の保全・復元に努める。
ひ が た

なお ,  河口部に広がる干潟は鳥類,  貝類,  甲殻類等の生息場となっている

ため,  維持に配慮するものとする。

さ らに , 河口部の護岸 ・堤防の地震 ・津波 ・高潮対策と して , L 1 津波※ ・

高潮に対しては ,洪水を対象とした堤防嵩上げにより防御し , L 1津波※を超

える津波に対しては,  津波が天端を越流した場合であっても ,  護岸・堤防等

の河川管理施設が破壊 ,倒壊するまでの時間を少しでも長くする ,あるいは ,

同施設が完全に流出した状態である全壊に至る可能性を少しでも減らすと

いった減災効果が発現できるよう粘り強い構造とする。

N改修前

_ 量
n l _ i 日
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変 更 後 変 更 前

〇 里 川
ち く て い  か く j く  _

河道改修にっいては, 部分的な築堤, 低水路拡幅等を行い, 早期に沿川の

宅地への浸水を防御するものとする。

改修箇所にっいては, 蛇行部等の現況河道特性を活かし, 魚類等に配慮し

たみお筋等の保全・形成を図る。 護岸にっいては, 状況に応じ自然素材を使

用する等,動植物の良好な生息 -生育環境の保全・復元に努めるのみでなく ,
良好な景観の維持・形成にも配慮するものとする。

5. 河川管理施設の地震対策に関する概要

地震による堤防や樋管を含む河川管理施設の機能喪失を防ぐことは, 被災直

後に起こりうる洪水津波被害から流域住民の生命,  財産を守ることに直結する

ため,  河川構造物の地震対策は重要である。

地震対策にっいては, 河川構造物の耐震点検を行い, 耐震性能にっいて実施

した照査結果に応じて必要な対策を講じる。
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5. 河川管理施設の地震対策に関する概要

地震による堤防や樋管を含む河川管理施設の機能喪失を防ぐことは,  被災直

後に起こりうる洪水津波被害から流域住民の生命,  財産を守ることに直結する

ため, 河川構造物の地震対策は重要である。

地震対策にっいては, 河川構造物の耐震点検を行い, 耐震性能にっいて実施

した照査結果に応じて必要な対策を講じる。
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変 更 後 変 更 前

第2節 河川の維持の日的, 種類及び施行の場所

1. 河川維持の目的

河川の維持管理にっいては, 災害の発生防止や河川の適正な利用, 流水の正

常な機能の維持, 河川環境の整備と保全等の観点から,  河川本来の機能が十分

発揮され ,かっ ,その日標が達成できるよう ,圏域内の河川における県管理区

間において,  適切な維持管理に努める。

2. 河川維持の種類

(1) 河川管理施設

堤防 ,  護岸等の施設がその機能を常に発揮し得るよう ,  日常的な河川巡視に

よる異常の早期発見 ,状況の把握を行う と と もに ,  出水期前点検等を実施し,

その結果を点検簿に記録する。 ま た ,  洪水等により堤防や河岸が被災した場合

には速やかにこれを復旧するなどの必要な対策を行う。

(2) 河道の維持管理

定期的な河川巡視による堤防河岸や河床の状況把握に努め, 樹木の伐採, 河

道の土砂払い, 除草やゴミ掃除等,  洪水流下能力の維持や堤防河岸の利用に配

慮した適切な維持管理を行つていくと ともに ,河川を生息 ,生育の場としてい

る動植物に対して影響が生じないように配慮していく。

(3) 流水の正常な機能の維持

流水の正常な機能の維持にあたっては ,河川バトロール等を実施し ,利水や

生物の生息, 生育, 景観などに必要な流量が確保されているか点検を行い,  水

利用の適正化に向けた関係機関との協力及び連携を図るとともに ,渇水時には

渇水連絡調整会議を開催するなどして水利用相互の節水協力を求める。

(4) 水質の保全

水質にっいては, 下水道の整備等の生活排水対策やゴミ問題等にっいて地域

及び関係機関と協力 ,連携を図り ,水質の保全・改善に努める。

また ,  水質事故が発生した際は, 関係機関と連携し ,  速やかな対応に努める

ものとする。

(5) ダム ,貯水池の維持管理

竜神ダム本体とそれに関わる施設,  貯水池等を常に良好に保つために必要な

計測・点検等を実施し,  その機能の維持に努める。

なお ,その際 ,長寿命化修繕計画に基づき ,各施設の補修コストを勘案して ,

効率的・効果的な施設の機能保全を図る。
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(5) ダム ,貯水池の維持管理

竜神ダム本体とそれに関わる施設 , 貯水池等を常に良好に保つために必要な
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効率的・  効果的な施設の機能保全を図る。
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変 更 後 変 更 前

(6) 水門 ,排水機場 ,樋門等の維持管理

施設の信頼性の確保と機能保持が図れ1

評価し ,適切な維持修繕を実施する。

なお , その際 , 各施設の補修コス ト を在

を検討し ,効率的・効果的な施設の機能 i
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変 更 後 変 更 前

第3節 その他, 河川の整備を総合的に行うために必要な事項

1. 河川情報の提供

多樣化する流域住民のニーズに反映した河川整備を進めていくためには,  関

係機関及び流域住民の理解と協力が不可欠である。

そのため,住民に対し河川整備に関する様々な情報を広くホームページ等を

利用し意見を求め, 必要に応じて計画を見直していくものとする。

河川情報の提供として ,圈域の全市町村で洪水ハザードマツプを作成し ,ホ

ームぺージで公表すると と もに ,住民に配布している 。

また,  洪水時の危険度を把握するため, 洪水時のリアルタイムな水位状況の

把握に特化した水位計である「危機管理型水位計」及び「簡易型河川監視カメ

ラ 」を活用した監視体制の充実を図るとともに ,雨量 - 河川水位の情報等にっ
いて , イ ン ターネッ トや携帯端末 ,地上デジタル放送 (データ放送 )等を積極

的に活用し ,わかりやすく ,かっ迅速に防災情報を提供する。

今後とも ,必要な情報を分かりやすく伝え ,注意喚起すると と もに ,防災訓

練や学習に働きかけることで ,  住民の適切な行動を促すょうに努める。
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変 更 後 変 更 前

2.  超過洪水対策等

各河川の流下能力を上回る洪水による溢水・破堤等の被害を最小限に抑える

ため, 人命・財産への被害軽減を優先的に考え,  河川改修等のハード対策と併

せてソフト対策の積極的な推進を図る。

出水時において迅速な水防活動が行えるよう ,国や市町村,水防団体等と連

携し,  水防訓練の実施や水防資材の確認等, 日頃から水防体制の充実を図ると

ともに ,洪水ハザードマツプの周知等 ,警戒避難体制の充実・強化の取り組み

にっいても推進を図る。

また,水位情報周知河川の指定,洪水浸水想定区域図の作成 ・ 公 表 を 行 う

とともに ,減災対策協議会等の仕組みを活用し ,洪水ハザードマツプの作成

支援 ,避難勧告の発令に着目したタイムライン (水位予測に基づく行動 )の

作成・改善や ,  自治体へ情報提供等を行うホッ ト ラ インの構築 ,住民一人一

人の防災行動をあらかじめ定めるマイ・タイムラインの作成支援等を通じて ,

関係市町村と連携し,  警戒避難態勢の充実・強化を図つていく。  また,  不動

産関係団体への水害リスク情報の提供と周知協力の推進を図る。

ダムにっいては, 水害の激甚化や治水対策の緊要性等を勘案し, 緊急時に

おいて既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できるよう ,  関係機

関との連携の下,  事前放流の実施要領の策定など必要な措置を講じる。

久慈川本川等の内水対策にっいては, 国及び市町村等関係機関の協力を得

ながら取り組んでいくものとする 。

3. 流域全体を視野に入れた総合的な河川管理

都市化に伴う洪水流量の増大, 河川水質の悪化, 湧水の枯渇等による河川

水量の減少等に対し,  水循環基本法の理念を踏まえながら,  圏域全体を視野

に入れた総合的な河川管理が必要である。

な ぉ , 雨 水 を一時貯留したり ,地下に浸透させたりとい う水田の機能の保

全や主に森林土壌の働きにより雨水を地中に浸透させ,  ゆっ く り流出させる

という森林や水源林の機能の保全にっいては,  関係機関と連携しっつ,  推進

を図る努力を継続する。

28 ( 1 ページ増)

2. 洪水対策

各河川の流下能力を上回る洪水による溢水・破堤等の被害を最小限に抑える

ため,  人命・財産への被害軽減を優先的に考え,  河川改修等のハード対策と併

せてソフト対策の積極的な推進を図る。

出水時において迅速な水防活動が行えるよう ,  国や市町村 ,水防団体等と連

携し,  水防訓練の実施や水防資材の確認等, 日頃から水防体制の充実を図ると

ともに ,洪水ハザードマツプの周知等 ,警成避難体制の充実・強化にっいても

推進を図る。
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変 更 後 変 更 前

4 地域活動・環境教育等

河川の美化活動等に取

に協力 , 支援を行 う 。

ま た , 学 校におけ る総

活動を支援する等 ,治水

に ,河川に関わるイべン

する意識を高める。

これら河川に関わる活

く紹介していく 。_-- -i _-l:_一一 -
a ,ah .a

f )支援

り組んでいる団体等にっいて,  今後ともこれらの活動

合学習や, 地域団体が行つている子供達への自然体験

, 利水 ,河川環境に関する知識の周知に努めると と も

トや観光等を通じて,  流域住民の河川愛護, 美化に対

変
動にっ し 更 報誌やインターネッ ト等を通じて広

ti:一 ◆ 用a i■ 型a -
し ◆ i 一接要一9
??? A - ;二i-'-? 一一一
lj機要 ‘iti Ma= ? ?M j ' 、? ?流一,,設 _ 生 - , 期 前 _

3. 地域活動・環境教育等の支援

河川の美化活動等に取り組んでいる団体等に

に協力, 支援を行う 。

また ,学校における総合学習や ,地域団体がt

活動を支援する等 ,治水 ,利水 ,河川環境に関 、一

に ,河川に関わるイベントや観光等を通じて , 、1

する意識を高める。

これら河川に関わる活動にっいては,  広報誌一

く 紹介してい く 。
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)いて,  今後ともこれらの活動

一rつている子供達への自然体験

ーる知識の周知に努めるととも

li域住民の河川愛護, 美化に対
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アュのっかみどり大会  ャマメの稚魚放流

(大子町 久慈川・押川)  (常陸太田市 山田川)
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アュのつかみどり大会 ャマメの稚魚放流

(大子町 久慈川・押川 )  (常陸太田市 山田川)
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